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仮説で示した 3 要件が必要であることを確認し、さらに 3 要件が同列で存在するのではなく重要度があること
がわかった。 
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投資額 中 ⼩ ⼩-中 ⼩-中 ⼤








利益 独占 限定的 持分範囲内 持分範囲内 持分範囲内
技術 ⾃社のみ 共同利⽤(開⽰なし) 共同利⽤(部分開⽰) ケースバイケース 全て吸収
















































































































































図表  5 世界の CEO が短期的に重視する施策について 
 








































































































































































































































































































































図表  10 戦略提携の成功要因頻度(N=78) 
 





























































































































































































1990 年  欧州統括会社「ブリヂストン／ファイアストン・ヨーロッパ エス エー」（略称BFE）を設⽴
1994 年
ブリヂストン／ファイアストン・ヨーロッパ エス エーを欧州統括事業会社とし、
欧州における販売・物流機能を同社に統合（現 ブリヂストン ヨーロッパ エヌヴイ／エスエー）
1995 年 ファイアストン・タイヤがインディカー・レースに再参戦












































































 既に日本一のゴム会社になっていたブリヂストンは、1981 年の創立 50 周年記念式典に


























































































































































人を 1963 年に継承して誕生した。1983 年には経営不振に陥った親会社英ダンロップ社か
ら欧州のタイヤ工場と欧州 9ヶ国での販売権を買収し、1985年には米国ダンロップ事業も












































 1990 年当時、住友ゴム工業はダンロップブランドでシェア 7.0％と世界 6 位のゴム会社
であり、日系自動車メーカーの海外進出に伴う北米市場の開拓が必須であった。またシェ











































































































































































































































































































株主構成をソニー(株) 50%、ソニー・コーポ レーション・オブ・アメリカ 30%、 (株)キャリア・デベロプメント・インタナショナル 10%、(株)
さくら銀⾏ 5%、三井信託銀⾏(株) 5%とする
1994 年









Sony Life Insurance (Philippines) Corporation をフィリピン共和国に設⽴
ライフプランナー 4,000名を超える
1999 年















2008 年 北京駐在員事務所を中国 北京市に開設
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ザ・グッドイヤ ・ータイヤ・アンド・ラバ ・ーカンパニーHP https://corporate.goodyear.com/en‐US/ 
ソニー株式会社HP https://www.sony.co.jp/SonyInfo/CorporateInfo/History/ 
ソニー生命保険株式会社HP http://www.sonylife.co.jp/ 
プルデンシャル生命保険株式会社HP http://www.prudential.co.jp/ 
 
